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●
英
雄
の
下
に
統
合
さ
れ
た
「
国
家
祭
祀
」
の
復
原
は
、
そ
の
ま
ま
民
族
の
歴
史
の
再
構
成
で
あ
る
。

断
絶
し
た
伝
承
を
掘
り
起
こ
し
、
膨
大
な
口
承
と
文
書
か
ら
探
る
幻
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
史
。

序

第
一
章　

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
の
政
治
構
造

従
来
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
研
究
／
八
白
宮
の
祭
祀
者
集

団
ダ
ル
ハ
ト
／
八
白
宮
の
実
態
／
八
白
宮
の
祭
祀

第
二
章　

黄
金
家
族
の
祖
先
祭
祀

祖
先
祭
祀
に
関
す
る
従
来
の
研
究
／
歴
史
文
書
に
見
る
末
子
ト

ロ
イ
・
エ
ジ
ン
の
祭
祀
状
況
／
祭
祀
者
が
伝
え
る
ト
ロ
イ
・
エ

ジ
ン
祭
祀
の
実
状
／
ト
ロ
イ
・
エ
ジ
ン
祭
祀
と
八
白
宮
の
関
連

　

祖
先
祭
祀
の
政
治
性

第
三
章　

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
国
旗
白
い
ス
ゥ
ル
デ
の
祭
祀

白
い
ス
ゥ
ル
デ
の
歴
史
的
背
景
と
そ
れ
に
関
す
る
従
来
の
見
解

／
白
い
ス
ゥ
ル
デ
を
祭
る
祭
祀
者
集
団
／
白
い
ス
ゥ
ル
デ
の
祭

祀
／
白
い
ス
ゥ
ル
デ
の
供
物
ジ
ュ
マ
／
テ
キ
ス
ト
に
見
る
白
い

ス
ゥ
ル
デ
の
祭
祀
／
白
色
の
象
徴
性

第
四
章　

ア
ラ
ク
・
ス
ゥ
ル
デ
の
祭
祀

ア
ラ
ク
・
ス
ゥ
ル
デ
に
関
す
る
従
来
の
研
究
／
文
書
史
料
か
ら

見
た
祭
祀
状
況
／
祭
祀
者
が
語
る
ア
ラ
ク
・
ス
ゥ
ル
デ
の
実
態

／
ア
ラ
ク
・
ス
ゥ
ル
デ
の
祭
祀　

ア
ラ
ク
・
ス
ゥ
ル
デ
の
形
状

／
ア
ラ
ク
・
ス
ゥ
ル
デ
の
血
祭
／
ス
ゥ
ル
デ
祭
祀
の
政
治
性

第
五
章　

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
の
現
在
的
な
意
義

近
現
代
史
の
な
か
の
八
白
宮
／
相
互
に
連
動
す
る
諸
祭
殿
／
考

古
学
資
料
の
発
見
と
そ
の
解
釈
／
ス
ゥ
ル
デ
に
託
し
た
願
い

参
考
文
献　

あ
と
が
き　

索
引

　

本
書
は
五
つ
の
章
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
論
文
は
す
べ

て
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
書
か
れ
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
モ
ン
ゴ

ル
人
の
経
験
と
記
憶
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
民
族

に
伝
承
さ
れ
て
き
た
経
験
と
記
憶
を
、
文
書
資
料
と
照
合
し
て

補
強
す
れ
ば
、
よ
り
完
全
な
歴
史
像
が
復
元
で
き
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
方
法
論
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は

口
頭
と
文
字
両
方
の
面
で
豊
富
な
資
料
を
有
し
て
お
り
、
研
究

者
は
こ
の
二
種
の
資
料
を
有
効
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　

私
は
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
は
、

「
地
域
祭
祀
」
で
は
な
い
。
ま
た
、「
一
部
族
の
祭
祀
」
で
も
な

い
。『
蒙
古
源
流
』（
一
六
六
二
年
）
の
著
者
サ
ガ
ン
・
セ
チ
ェ
ン

は
、チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
祭
殿
を
「
あ
ま
ね
く
国
々
の
守
護
神
」

と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
は
モ
ン

ゴ
ル
の
左
右
両
翼
六
つ
の
万
戸
を
統
轄
し
た
国
家
祭
祀
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
全
モ
ン

ゴ
ル
の
視
点
に
立
ち
、
通
史
的
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
を

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
祭
祀
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
長

い
歴
史
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
三
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ー
ン
国
時
代
の
人
物
や
軍
神
類
の

み
が
祭
祀
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
の
歴
史

の
な
か
で
登
場
し
た
人
物
た
ち
も
次
か
ら
次
へ
と
祭
祀
体
系
に

吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
陰
暦
の
三
月
二
〇
日
の
夜
に
は
、
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
一
族
の
祖
先
を
祭
る
儀
礼
が
あ
る
。
こ
の
時
に
は
清
朝

時
代
に
至
る
ま
で
の
「
黄
金
家
族
」
の
系
譜
を
唱
え
る
。
翌
三

月
二
一
日
の
春
季
大
祭
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
中
興
の
祖
た
る
バ
ト

ム
ン
ク
・
ダ
ヤ
ン
・
ハ
ー
ン
の
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
た
ち
の

名
も
朗
誦
さ
れ
る
。
祭
祀
の
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
系
譜
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

（
序
文
よ
り
）


